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Ⅱ－４　被写体の現地調査

　菅生遺跡に関する写真資料は５７６枚にのぼり、『楽石雑筆（下）』の森貞次郎氏の解説にもあるように

報告書『上総菅生遺跡』作成の際に利用されている。ここでは、本資料の概要を述べる共に、平成１５

年１月に行なった菅生遺跡の現状と発掘調査当時の環境を比較検討する周辺環境調査の成果を報告す

る。

　菅生遺跡は当地を流れる小櫃川の河川改修の際に大量の遺物が発見された事を契機として、地元の

宮本寿吉氏によって確認され、昭和１１（１９３６）年正月に大場氏が報告したことから本格的な調査が行

なわれた。大場氏が中心になった調査は、昭和１２・１３（１９３７・１９３８）年に数回にわたる第１次調査が、

昭和２３（１９４８）年に第２次調査、さらに昭和４７・４８（１９７２・１９７３）年に第３次調査を実施し、その成

果は『上総菅生遺跡』の報告書として刊行されている。新出の大場氏所蔵資料は第１次調査以前の昭

和１２年の１２月、１３年の１月から３月まで行われた予備調査時の写真からか始まっている。そして、第

１次調査と第２次調査時の写真資料があり、『上総菅生遺跡』の報告書作成時に使用された第１次調査

と第２次調査時のガラス乾板が資料の大半を占めている。大場氏の写真資料は『上総菅生遺跡』の報

告書作成時に用いられた第１次・第２次調査のほぼ全ての写真である事からも、当時の調査の大枠と

しての体系を知ることができる資料と言えるであろう。

　これまでに大場氏による菅生遺跡における調査の写真資料は昭和５３（１９７８）年に出版された『上総

菅生遺跡』の他、様々な論文の中で引用されており、その概要が窺える。写真資料に関しても、これ

らの論文中に度々用いられており、ここではその内容の一部に触れてみたい。

　調査当時の周辺環境がわかる遺跡の遠景写真・遺構写真は、戦後急速に変化した当地における開発

が開始される以前の状況を知る上でも非常に示唆的である。例えば大場氏は『上総菅生遺跡』の報告

書中の第１図、第４図、第１２図などで、また、参考文献の幾つかの論文における遺跡遠望でも菅生遺

跡を中心とした周辺環境を一瞥できる写真を利用している。また、河川改修によって流路を何度か変

更している小櫃川の昭和初期当時の状況も窺える資料としての意義も看過できない。この他、発掘参

加者による集合写真、遺物写真なども多数残されている。この中には人物を特定できる資料も多い。

遺物写真は報告書中に未掲載の遺物出土状況の写真も多数含まれており、土器はもとより大きな成果

をあげた木器や木製品などの出土状態なども伺える。

　本調査と併せて大場氏は周辺の他の遺跡に関しても調査を行っており、今回の資料中にいくつか認

めることができた。確認できた中で２、３例を挙げると相里古墳は昭和１３年５月の菅生遺跡第１次、

第３回調査の際に大場氏が調査を行っている。『楽石雑筆』の記事からは遺物の出土も認められている

が、当資料の中には主に石室の状態を写した写真が含まれている。

　また、大場氏は当調査中、双魚佩や環頭太刀の出土で著名な松面古墳の調査の調査を実施している。

松面古墳は調査当時、産業組合病院裏古墳とされ、のち大場氏による『日本古文化序説』の中では元

新地古墳、『上総菅生遺跡』中では君津病院内古墳（周辺遺跡の図中では松面古墳）と称されている。

調査は菅生遺跡第１次、第４回調査の昭和１３年７月に実施されているが、他に当古墳の概要を記した

報告等がなされていないため、今回の資料中に存在している石室や墳丘の写真資料は、かなり破壊を

受けた段階ではあるが公開する意義が大きい。この他にも菅生遺跡のすぐ北側に位置する古代寺院の

大寺廃寺など木更津付近一帯の調査を行っている資料も存在する。

　次に菅生遺跡の現況について述べてみたい。現在、菅生遺跡では大場氏が調査した地点はその大部

分が小櫃川の流路中にあり、原形を留めていない。また、詳細な調査地点に関しても、第１次調査時
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から６５年の時を経て、現地の地理的状況は河川の流れを含めて全く変わってしまい、正確な位置に関

する知見を得ることは出来なかった。

　菅生遺跡周辺では、大寺浄水場建設に伴う菅生第２遺跡の調査の後、菅生遺跡も千葉県、木更津市

による調査がされており、資料の蓄積が進んでいる。一方で、大寺浄水場や菅生の西側を南北に伸び

て小櫃川をまたぐ東京湾アクアライン連絡道などの開発によって菅生遺跡の取り巻く環境は大きく様

変わりしている。また、大きな手掛かりとなる小櫃川の流路が変ってしまい、旧流路が消滅してし

まった現在では、遺跡の原状を考察する事は非常に困難である。しかし、遺跡の遠景写真で見られる

ような高千穂古墳群が存在する丘陵などはそのままで確認する事ができる。そして遺跡現場自体は、

大寺浄水場の南側の小櫃川が北側に大きく屈曲する部分のやや東側の河床であることは、報告書等の

図上から推測可能であり、今回はこの地点の現在の実地調査を行なうこととした。

　調査は平成１５年１月１８日に実施し、撮影はそれぞれ遺跡の北側、西側、南側から行なった。図１、

図３に見える高架の道路が東京湾アクアライン連絡道であり、図２はその上から撮影した。図２では

小櫃川が大きく屈曲している箇所が確認でき、菅生遺跡の場所が比較的分かり易い。また、図２右手

側は高千穂古墳群のある丘陵、左手側は大寺浄水場である。正確な遺跡の位置に関しては問題もある

が、菅生遺跡周辺の２１世紀初頭の様子を「定点撮影」するという意義をこめている。また、近年活発

に議論され、本フロンティア事業内においても懸案の一つとなっている画像資料の活用という面から

も、遺跡調査時と現状の比較という事で現況の報告をした。

　菅生遺跡の大場氏が発掘を行った正確な位置に関しては、遺跡の失われてしまった現在トレンチの

位置など正確には不明な点が多いが、残された写真資料は調査地を特定する手掛かりとなる情報が多

く含まれている。こうした細かい調査区がどの部分にあたるかなど、残された課題は大きい。また、

考古学ばかりではなく昭和１３（１９３８）年当時の菅生における「定点撮影」として他の多分野の利用も

想定できる。当新出資料に限らず広汎にわたる研究利用に供するよう、これからも作業を継続してい

きたい。

　なお、菅生遺跡の現地調査や文献収集にあたっては君津郡市文化財センターの光江章氏、木更津市

金鈴塚遺物保存館の稲葉昭智氏に多大なるご助力を頂いた。記して謝意を表したい。

（�野晶文）
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写真１

　菅生遺跡現況１

　（北側から）

写真２

　菅生遺跡現況２

　（西側、アクアライン連絡道上

より）

写真３

　菅生遺跡現況３

　（南側から）
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